
令和３年度実施事業一覧 1
基本目標１　それぞれの生き方を目指そう 2

基本施策１　女性のための学習講座の充実 2
基本施策２　男性のための男女共同参画に関する啓発 3
基本施策３　方針・政策決定の場等への女性の参画促進 5

基本目標２　みんなで働き方を考えよう 6
基本施策４　就労環境の充実 6
基本施策５　子育て環境の充実 8
基本施策６　労働環境に関するデータ収集・分析 ―

基本目標３　男女共同参画を次の世代につなげよう 9
基本施策７　若い世代への分かりやすい男女共同参画 9
基本施策８　性別を理由にするあらゆる暴力の追放 12
基本施策９　みんなで知る男女共同参画 13
基本施策10　女性の視点を活かした防災 13

プランの総合的な推進 14
11　関係諸団体との連携・協力 14
12　男女共同参画センターの活性化 14
13　男女共同参画推進のための環境整備 14
14　市役所内における男女共同参画の推進 14
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以上の評価の基準を４段階で評価したうえで、合計点の得点率により総合的に評価する。

３：できた(100％～80％) ２：ほぼできた（79%～50％）
１：あまりできなかった（49%以下）　　　０：まったく考慮しなかった　
該当しない場合：－

総合評価
Ａ：得点率 100％～80％　 達成
Ｂ：得点率　 79％～50％　 概ね達成
Ｃ：得点率  49％以下　　 あまり達成できなかった
Ｄ：事業を実施しなかった

得点率（％）＝合計点／該当項目数×３点

目　次

事業の企画、立案、実施の段階で「男性の役割り」「女性の役割り」といった固定的性別役割分担意識
にとらわれていないか。

男女双方が利用・参加しやすいよう、実施日時や保育ルームの設置などに配慮したか。※対象を一方
の性別に限定して実施した事業の場合は、「参加しやすい形態を考慮したか」について評価してください。

チラシやポスター等の表現に性別によってイメージを固定化した表現（介護者が女性だけのイラストな
ど)や男女で異なる表現（「女流作家」など）を使っていないか。

前年度の課題に則した改善に取り組んだか。

基本目標及び基本施策の視点を持って、事業を実施したか。（男女共同参画の視点に基づく目的の
達成のために工夫した点について評価してください。）

評価の仕方

基本施策の目的を達成したか。（参加者数、開催件数など目標値に達したか等）


